
日本共産党国会議員団と連携した藤

野責任者はじめ関係者の要請が実り、

遅まきながら政府・厚労省は能登被災

者向け医療費減免について、9 月末の

期限を 12 月末まで延長すると事務連絡

を発出しました。減免対象の拡大な

ど、引き続き拡充を働きかけます。
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輪島市の仮設で浸水被害に遭った被災者の話を

聞く〔右から〕あぶみ市議、佐藤県議、藤野責任者

現場で被災者の声をつかみ、当局に実行を迫る藤野やすふみさん〔共同支援センター責任者、日本

共産党前衆院議員〕らの奮闘が、行政を動かしています。直近のおもな内容を紹介します。

▼石川県庁復

旧・復興推進部

076-225-1985

元日の地震に続き9・21豪雨で浸

水被害を受けた仮設住宅の入居者に

たいし、県はテレビ、冷蔵庫、洗濯

機の支給を決定しました〔9/27〕。

エアコン室外機などの浸水被害も

相次いでおり、健康保持にかかわる

問題として、追加の再支給をもと

め、行政と話し合っていきます。

みなし仮設入居者が、水害で自宅が被害に遭い、片付けで自宅に帰った際

に、自宅での寝泊りが危険で、仮設との往復も大変だとして、避難所に宿泊を

お願いしたら断られたケースがありました。佐藤県議が問い合わせ、県から現

地に丁寧な対応を要請、避難所に寝泊りできることになりました。


